
旧黒須銀行見学者アンケート集計結果概要 その１ 

 

旧黒須銀行の公開日に「旧黒須銀行保存活用基本計画(素案)」を掲示し、見学者アン 

ケートを実施した簡易パブコメの集計結果の概要版である。 

 

１ 公開日 令和元年１１月８日(金)・９日(土)の２日間 

２ 見学者数 １３２人 内アンケート回収人数 ４２人 

３ 住 所 市内１５人 市外１７人 県外(都内・神奈川・静岡)１１人 

４ 性 別 男１２人 女３０人 

５ 年 代 ４０歳以下７人 ５０歳代１０人 ６０歳代１４人 ７０歳以上１１人 

６ 来場理由 古い建物や歴史に興味がある３７人 西洋館見学の帰りに１５人 

７ 情報源 ＨＰ・インターネット１４人 市報・ポスター８人 知人５人等 

８ 意見等 

 【意 見】①西洋館と合せた公開日を設定していただきたい。 

      ②旧黒須銀行に隣接している繁田醤油の建物の公開をしていただきたい。 

      ③２Ｆへの階段が急なので主な展示物は、１階にしていただきたい。 

      ④建物内に現在トイレが無い旨をチラシに表記していただきたい。 

 

 【活用法】①手作り品のショップやギャラリーとして活用する。 

      ②建物はカフェとして、裏庭はフリマ会場として活用する 

      ③土産物として狭山茶を販売するとともに、グッズとして黒須銀行の風呂 

      敷を復刻版手ぬぐいとして製作して販売する。 

      ④キッザニアのような昔の服で職業体験活用と記念撮影場所を設置する。 

      ⑤渋沢栄一や繁田家のゆかりの建物として、資料館等で活用する。 

      ⑥商工観光課と連携して、期間限定のアンテナショップとして活用する。 

      ⑦物を作りたい人に場所や道具（木工具やミシン）を貸すスペース。 

 

【その他】①裏庭の瓦を活用した募金の実施と改修募金箱を建物内に設置する。 

      ②西洋館のように撮影用場所として有料貸出して改修資金とする。 

      ③のぼり旗や建物表示の設置と来館者用の記念スタンプを作成する。 

      ④大学と連携して活用法について、学生からの提案を求める。 

 

参考 


